
特 集 「 に い か っ ぷ ピ ー マ ン 」
～道内一の生産量を誇る新冠の特産品～

ピーマン選果場に潜入しよう！

スタート！

選果場概略図

　皆さんは、新冠町の特産品が「ピーマン」である

ことをご存知ですか？

　昨年のピーマン生産量は年間1600トン、生産額は

６億３千万円で、道内生産量の50％を占めています。

　特集記事では、このピーマンに焦点を当て、新設

された選果場の紹介、ピーマンがどのように生産さ

れ、どのようにして消費者の手に届くのか、また、

新冠産ピーマンの魅力についてご紹介します。

選果場の特徴は？

　面積、処理量とも全国

的にみても最大級の規模

となっています。

　また、作業工程を可能

な限り自動化しており、

段ボールの組み立てやピーマンコンテナの移動、箱

詰めなどが自動化されています。

　一方で、４人で行っていた手選別を８人に増やし、

より精度の高い検査ができるようになりました。

最盛期に向けての意気込みをお願いします！

　質の良いピーマンを提供できるよう、農家の方々

や選果場スタッフと協力して、７月・８月の最盛期

を乗り切っていきたいです。

おすすめのピーマン料理を教えてください！

　ピーマンの丸焼きにしょうゆをつけて食べるのが

一番好きです。先日、友人と焼肉した時も、５人で

一箱完食してしまいました。(笑 )

　新冠産の美味しいピーマンは、箱単位に限りますが

農協で購入できますので、ぜひ、食べてみてください。 　まず初めに、６月８日に竣工式が行われ、稼働

開始となったピーマン選果場をご紹介します。

　新しく建設された場所は、新冠町農協の敷地内

で、ピーマンの緑色が目印の建物です。

　それでは、町内の農家で生産されたピーマンが

選果場に届いたあと、どのように選果・箱詰めさ

れ、市場に出荷されるか見てみたいと思います。

③手選別機
　手選別機は２カ所に設置され

ています。流れてきたピーマン

は、８名の熟練スタッフの手に

より、素早く「優品」「秀品」に

分けられます。

②荷受場
　集荷したピーマンは、荷受場に

集められ選果を待ちます。７月・

８月の収穫最盛期には、2000 個

のコンテナが並べられることにな

ります。

①トラックヤード
　朝８時、生産者から集められ

たピーマンを詰んだトラックが

選果場に到着。この日の集荷ト

ラックは２台でしたが、最盛期

には１日４台になります。

④ＡＩビジョン（測定器）
　コンベヤー上のピーマンの

大きさを一つひとつ測定する

カメラです。サイズは、Ｓサ

イズから３Ｌサイズに分けら

れます。

⑤コンベヤー
　10本に増設され、性能も向

上したコンベヤーです。ピー

マンは、このコンベヤーから

各サイズの箱詰用レーンに振

り分けられていきます。

⑦ストックヤード
　箱詰めされたピーマンは、最

後に自動で封がされて、出荷準

備完了となります。最盛期には、

毎日4000箱のピーマンが全国

に向け出荷されます。

⑥自動箱詰器
　自動で重量を計測し、箱詰

めする機械です。また、隣に

は、ピーマンを自動で袋詰め

し、箱詰めする機械も設置さ

れています。

選果場で働く農協職員

　　　農産課　永井龍一さんにインタビュー！
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